
今月号の話題

u 郷育のまち村上関連事業

u 魚のさばき方講座（神林）

u 絵手紙講座（山北）

u 街かどウォッチング（村上）

u あらかわっ子を育てる集い（荒川）

u ニイガタパパスクール（中央）

u 社会教育委員紹介「平野路子さん」

u サークル紹介（山北）

村上市生涯学習推進センター 発行

回覧

マナボーテ村上
１１月号２０１６年

る藤木稔さん（写真左上）から、放課後子ども

教室の流れを説明してもらい、宿題をした後

でレクリエーションゲームを楽しみました。

9月29日（木）

に、村上農村環境改

善センターを会場

に山辺里小学校放

課後子ども教室体

験会を実施しまし

た。胎内市きのと小

学校で放課後子ど

も教室のコーディ

ネーターをしてい

支
援
者
と
レ
ク
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち

本格実施に向けた準備を進めていきます。

放課後子ども教室は、地域全体で子どもを

育む「郷育」の一環として実施しています。

郷育のまち

村 上

当日は、山辺里地区まちづくり協議会の

皆さんも地元支援者として参加し、子ども

たちと一緒に楽しい時間を過ごしました。

今後は、地域の支援者の皆さんを中心に

また、生涯学

習課では、家庭

教育支援の充実

も重要な課題と

しています。昨

年度から就学児

健診時にモデル

校を設定して家

庭教育講座を実

施しています。

今年度は、市内

全域の10校（昨年度５校）で教育研修コー

チング協会のドクターフキコこと小林富貴子

さん（写真右上）などからコーチングの手法を

用いた家庭での言葉かけのポイントについて

学びました。参加した保護者からは「簡単な

ことなのに気づけていなかった。これから実

践しようと思いました」などの感想がありま

した。

村上市では、今後も「郷育」を推進するた

め、さらに取り組みを充実させていきます。

各種活動について、興味のある方は、生涯

学習課へお問合せください。



題材をじっくり見つめながら、筆を動かす受

講生は真剣です。講師から時折アドバイスを

もらい、難しさを感じながらも集中して描き

上げていました。季節感あふれる絵に味わい

がプラスされ、思いの言葉を添え、「オンリ

ーワンのハガキ」ができあがりました。

参加者からは、「講座をきっかけに６０年

前の小学校の恩師に絵手紙を差し上げたい」

など心温まる感想が聞かれました。作品は、

山北地区文化祭にも出展しました。

村上地区公民館では、10月12日（水）に

地域学習講座「街かどウォッチング」で大栗

田の伝統行事「あまめはぎ」について学びま

した。「あまめはぎ」は、大栗田に子どもが

いなくなったために現地での開催は平成27

年1月を最後に休止しています。惜しまれつ

大
栗
田
集
落
で
あ
ま
め
は
ぎ
の
話
を
聞
く

本を参考にしな

がら、各班一人

ずつ交代で包丁

を持ち、刃の向

きや魚の位置を

確認しながらさ

ばき方を実践し

ました。から揚

げ料理では「か

ら揚げの色はど

のくらいか」、お

魚
の
さ
ば
き
方
の
手
本
を
見
せ
る
丸
山
さ
ん

10月 1日（土）、神林地区公民館を会場に

お魚かたりべ丸山チカ子さんを講師に「魚の

さばき方講座」を開催しました。

カスベやハタハタのから揚げ、アジの三枚

おろしなどを学習しました。丸山さんのお手

刺身は「見て楽しめるようなお皿の盛り付け

方も大事だよ」など、和気あいあいとお話し

ながら調理を進めていました。実習後の会食

では、おいしい魚料理を味わうことができ、

皆さん大満足でした。

９月から１０月にかけて、３回の絵手紙講

座をさんぽく会館で行いました。

講師から描くものの特徴を見て大きく描

くことや基本の線の引き方、色の塗り方な

どのポイントを教えてもらいました。

彼岸花やコスモス、アケビなど秋らしい

つも伝承が途絶えてしまいそうな「あまめは

ぎ」の行事を後世に伝えていくためにも今回

の講座を開催することにしました。

当日は、あまめはぎ保存会会長の長谷川勲

先生からあまめはぎが小正月に子どもが中心

となって行う伝統行事であったことなどを詳

しく教えていただきました。講義後は、大栗

田集落へ移動し、当時の様子を集落の方から

聞かせてもらいました。参加者からは「長年

村上市に住んでいるが、大栗田集落やあまめ

はぎのことを初めて知った」などの感想が寄

せられました。これからも地域の大切な歴

史・文化を学ぶ活動を続けていきます。

季
節
の
題
材
を
絵
手
紙
に
描
く
参
加
者



荒川地区青少年育成市民会議では、10 月

16日（日）「第７回あらかわっ子を育てる集

い」を荒川地区公民館で開催しました。

「地域の子は、地域で育てる」をスローガ

ンに掲げ、今年も園児から高校生まで、たく

さんのあらかわっ子や地域の皆さんが集いに

参加しました。

荒川中学校・荒川高校の生徒による「私の

主張」、小学生による「がんばったこと作文」

では、どちらも真剣な気持ちが伝わる発表が

ありました。また、荒川中学校吹奏楽部の演

奏や、ヒップホップダンス・空手演武の披露

もあり、日頃の練習成果をたくさんの地域の

方々に見ていただきました。

会場では、子ども茶道教室の子どもたちが

お茶を点て、来場された地域の皆さんに一服

していただき、おもてなしの心を大変喜ばれ

子
ど
も
た
ち
が
お
茶
の
お
も
て
な
し

新春文芸作品募集

新春を飾る文芸作品を応募してみませんか。

応募資格 市内在住・在勤・在学の人

応募方法 ハガキ裏面に①部門（短歌・俳句・川

柳）②作品③郵便番号④住所⑤氏名⑥電話番号を

明記して、応募してください。1人1部門のみ2句まで

締め切り １２月１４日（水）※当日到着分まで有効

発 表 市報むらかみ２月１日号に掲載

そ の 他 特選１編には賞状と図書カード、佳作

４編には図書カードを贈呈します。

応 募 先 〒958－0854村上市田端町4番1号

村上市中央公民館「新春文芸作品募集」係

ていました。その他にも、保育園児の「がん

ばったことの絵」の展示、絵本の読み聞かせ

や工作体験など盛りだくさんの内容で笑顔が

あふれる１日となりました。

ました。定員いっぱいの１５組の親子が参加

し、楽しみながら作業しました。

全４回のパパスクールをとおして、パパた

ちも交流し、父親として子育てに関わる大切

さを実感していました。

パ
パ
と
一
緒
に
お
も
ち
ゃ
箱
づ
く
り

10月 15日（土）からマナボーテ村上を会

場に「ニイガタパパスクール in 村上」がスタ

ートしました。

父親の子育て参画を応援する企画として、体

験と学習を実施しています。

初回は、親子で楽しむDIY 講座として、地

元の越後杉を使って、親子でおもちゃ箱を作り

朝日地区公民館講座「とち餅づくり」

朝日地区伝統の「とち餅」の作り方を地元の方々

から学んでみませんか。

と き １２月１０日（土）９時～１２時

ところ 総合文化会館

内 容 とち餅づくり

対 象 ２０歳以上の市民

定 員 ２０人（先着順）

参加費 ５００円

持ち物 エプロン・三角巾

申込み １１月２５日（金）までに朝日地区公民館

（総合文化会館内 TEL７２－６７００）



学
び
で
幸
せ
を
感
じ
る
地
域

私
は
、
社
会
教
育
委
員
の
平
野
路
子
で
す
。
荒
川
地
区
公
民

館
で
公
民
館
運
営
協
力
員
を
し
て
い
ま
す
。
小
川
館
長
の
指
導

の
下
で
協
力
員
も
積
極
的
に
公
民
館
活
動
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

協
力
員
が
企
画
段
階
か
ら
参
画
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
か

ら
、
私
自
身
も
古
典
講
座
を
企
画
し
、
講
師
の
調
整
な
ど
も
し

て
き
ま
し
た
。
講
座
で
は
参
加
者
も
学
習
す
る
喜
び
を
感
じ
て

お
り
、
今
後
は
サ
ー
ク
ル
化
し
て
い
く
こ
と
が
目
標
で
す
。

地
域
の
中
で
公
民
館
に
来
る
人
は
、
ま
だ
ま
だ
限
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
昔
と
比
べ
る
と
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

な
に
か
を
学
ん
だ
人
が
次
の
講
師
に
な
っ
た
り
、
地
域
で
学
習

成
果
を
活
用
す
る
姿
を
見
て
い
る
と
、
学
ぶ
こ
と
が
一
人
ひ
と

り
の
幸
せ
や
生
き
が
い
だ
け
で
な
く
地
域
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

私
自
身
も
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
用
し
て
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
や
学
習
支
援
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
荒
川
地
域
で

の
ま
ち
づ
く
り
活
動
な
ど
に
関
わ
り
、
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て

１２月の予定

１２月１０日（土）とち餅づくり（朝日）

１２月１３日（火）２０日（火）韓国料理（村上）

１２月１４日（水）イクボス講演会

１２月１８日（日）お話と絵でつづる冬の日のコンサート

サ
ー
ク
ル
紹
介

平成２８年度は、村上市の社会教育行政の運営について審議する社会教育委員（公民館運営審議会の委員兼

務）の皆さんをご紹介します。

広報誌「マナボーテ村上」の問合せ先

村上市生涯学習課 中央公民館

TEL ５３－２４４６

FAX ５３－２９７７

e-mail manabi@city.murakami.lg.jp

「
山
北
短
歌
に
親
し
む
会
」
で
す

社
会
教
育
委
員
の「
平
野

路
子
」で
す

み

ち

こ

広報誌「マナボーテ村上」は村上市のホームページでも公開しています。

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
も
っ

と
荒
川
地
域
の
皆
さ

ん
に
公
民
館
に
き
て
も

ら
い
、
様
々
な
学
習
活

動
を
と
お
し
て
、
地
域

で
暮
ら
す
喜
び
を
感
じ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

毎
年

月
に
は
、
山
北
地
区
文
化
祭
へ
出
展
、

月
に

11

12

は
第
四
銀
行
に
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

文
字
で
、
自
分
の
感
性
の
ま
ま
に
表
現
す
る
。
さ
り
げ

31
な
い
日
常
生
活
で
の
気
づ
き
、
旅
行
な
ど
で
の
人
々
や
自
然

と
の
出
会
い
、
感
動
、
驚
き
な
ど
を
、
自
分
の
言
葉
で
つ
づ

る
喜
び
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
一
番
の
喜
び
は
、
歌
を
通
じ
た
会
員
同
士
の
分

か
ち
合
い
と
共
感
で
す
。
歌
会
が
終
わ
っ
た
後
、
全
員
で
の

楽
し
い
ひ
と
と
き
に
い
ろ
い
ろ
な
話
に
、
花
が
咲
き
ま
す
。

短
歌
に
感
心
の
あ
る
方
、
個
人
で
短
歌
を
作
っ
て
い
る
が
、

ま
だ
短
歌
の
会
に
入
会
し
て
い
な
い
方
、
ぜ
ひ
一
度
遊
び
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
山
北
地
区

を
中
心
に
活
動
し
て
い

る
「
短
歌
に
親
し
む
会
」

で
す
。
会
員
は

名
で
鶴

16

岡
市
や
村
上
地
区
か
ら

も
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

講
師
の
岡
崎
康
行
先

生
は
、
新
発
田
市
に
お
住

ま
い
で
、
年
に
数
回
お
い

で
い
た
だ
き
、
直
接
講
評

と
添
削
指
導
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。


